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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西　

真
紀
子

根
管
に
ア
ク
セ
ス
出
来
る
か

▽
自
身
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
▽

時
間
の
余
裕
―
―
な
ど
を
考

慮
し
、
無
理
と
判
断
し
た
ら

専
門
医
に
送
る
こ
と
を
勧
め

た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

で
開
い
た
。
坂
口
勝
氏
（
堺

市
開
業
）
を
講
師
に
19
人
が

参
加
し
た
。

　

坂
口
氏
は
、
訪
問
診
療
を

始
め
る
上
で
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
会
合
へ
の
参
加
や

保
健
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

ら
と
の
連
携
の
重
要
性
を
強

調
。
訪
問
の
際
に
は
、
▽
顔

を
見
て
名
乗
る
▽
義
歯
の
削

り
カ
ス
を
片
付
け
る
―
―
な

ど
の
心
遣
い
が
大
切
と
話
し

た
。「
根
気
よ
く
無
理
を
し

な
い
姿
勢
で
臨
む
こ
と
が
患

者
に
安
心
感
を
与
え
る
」
と

し
、
ひ
い
て
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向

上
に
つ
な
が
る
と
説
明
。
そ

の
上
で
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

や
居
宅
療
養
管
理
指
導
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

 

（
堺
市
・
平
野
権
栄
）

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

「
訪
問
診
療
最
初
の
第
一

歩
」
を
10
月
14
日
、
堺
市
内

　

今
回
か
ら
救
急
薬
品
セ
ッ

ト
に
ブ
ド
ウ
糖
静
注
20
％
―

20
㎖
が
新
た
に
追
加
と
な
っ

た
。
低
血
糖
を
起
こ
し
た
場

合
は
静
注
、
ま
た
は
服
用
で

回
復
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
従
来
の
薬
品
に
つ
い
て

も
説
明
し
た
。

　

救
命
処
置
に
つ
い
て
の
解

説
で
は
胸
骨
圧
迫
は
５
㌢
以

上
胸
を
圧
迫
す
る
が
、
６
㌢

を
超
え
な
い
よ
う
に
１
分
１

０
０
〜
１
２
０
回
を
目
安
に

す
る
。
救
命
処
置
は
い
ざ
と

い
う
時
に
慌
て
な
い
よ
う

に
、
日
頃
の
準
備
と
心
構
え

が
重
要
で
あ
る
と
強
調
し

た
。 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

た
。

　

砂
田
氏
は
、
医
療
訴
訟
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
医
療
安

全
管
理
体
制
に
関
し
て
は
歯

科
医
院
も
行
政
か
ら
立
入
検

査
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
解
説
。
歯
科
診
療
所
で

は
４
項
目
の
安
全
対
策
が
必

要
で
あ
る
と
し
、「
医
療
安

全
管
理
」「
院
内
感
染
対

策
」「
医
薬
品
業
務
手
順
」

「
医
療
機
器
保
守
点
検
」
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　

相
続
税
の
基
礎
知
識
か
ら

制
度
の
活
用
法
ま
で
を
系
統

的
に
理
解
し
よ
う
と
、
経
税

部
は
10
月
29
日
、
医
科
協
会

と
共
催
し
、「
今
一
度
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？
そ
の
相
続

税
対
策
」
と
題
し
て
経
税
セ

ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。
協
会
顧

問
税
理
士
の
清
家
裕
氏
が
講

師
を
務
め
、
20
人
が
参
加
し

た
。

　

相
続
税
の
節
税
を
う
た
っ

た
不
動
産
投
資
な
ど
が
広
が

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際

は
必
要
な
い
ケ
ー
ス
も
多

の
贈
与
税
の
仕
組
み
に
つ
い

て
も
紹
介
し
、
税
額
の
具
体

的
な
計
算
例
や
速
算
表
な
ど

を
使
っ
て
説
明
し
た
。

　

節
税
対
策
と
し
て
高
齢
者

が
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
築

・
経
営
す
る
ケ
ー
ス
に
言
及

し
、「
各
種
経
費
が
発
生
す

る
こ
と
を
十
分
考
慮
し
な
け

れ
ば
、
逆
に
負
担
を
背
負
う

事
態
に
も
な
る
」
と
専
門
家

へ
の
相
談
を
呼
び
か
け
た
。

い
。
清
家
氏
は
、
相
続
税
額

の
現
状
を
把
握
す
る
際
の
注

意
点
を
紹
介
し
た
上
で
、
非

課
税
財
産
に
つ
い
て
解
説
。

小
規
模
宅
地
な
ど
の
特
例
に

つ
い
て
も
紹
介
し
た
。

　

相
続
税
対
策
と
し
て
必
須

り
会
場
で
開
い
た
。
愛
仁
会

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

副
院
長
で
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
大
阪
認

定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
砂

田
一
郎
氏
が
講
師
を
務
め

　

協
同
組
合
が
販
売
す
る
救

急
薬
品
セ
ッ
ト
の
更
新
に
合

わ
せ
、
組
織
部
は
「
歯
科
に

必
要
な
救
急
薬
品
の
知
識
」

を
10
月
29
日
、
保
険
医
ま
つ

歯
根
端
切
除
の
術
式
を
動
画

で
説
明
。
再
根
管
治
療
か
、

外
科
的
な
治
療
か
、
Ｅ
Ｘ
Ｔ

か
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ

て
、
▽
前
根
管
治
療
の
ク
オ

リ
テ
ィ
ー
▽
ポ
ス
ト
が
あ
れ

ば
安
全
に
除
去
で
き
る
か
▽

　

作
業
長
は
Ｅ
Ｍ
Ｒ
のapex

か
ら
１
㍉
程
度
ア
ン
ダ
ー
が

望
ま
し
く
、
拡
大
は
35
以
上

でNaOCl

とEDTA

に
よ
る

交
互
洗
浄
、
確
実
な
封
鎖
が

重
要
と
解
説
し
た
。

　

後
半
は
顕
微
鏡
を
用
い
た

　

臨
床
学
術
部
は
歯
内
療
法

を
テ
ー
マ
に
生
涯
研
修
講
座

を
10
月
29
日
、
保
険
医
ま
つ

り
会
場
で
開
い
た
。
講
師
は

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
歯
内

療
法
学
非
常
勤
講
師
の
横
田

要
氏
（
北
区
開
業
）
が
務
め

た
。
台
風
の
な
か
、
91
人
が

参
加
し
た
。

　

歯
内
療
法
の
成
功
の
鍵
が

MicrobialControl

で
あ
る
こ

と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

横
田
氏
は
、
そ
の
た
め
の
手

順
と
手
技
を
紹
介
。
ス
テ
ッ

プ
を
踏
ん
だ
無
菌
的
治
療
を

行
う
と
抜
髄
治
療
で
90
％
、

　

前
回
の
終
わ
り
に
紹
介
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
リ
ス
ク
別
保
険
、Frisktandvård

は
、

公
立
歯
科
医
院
に
通
う
成
人
患
者
の
約
30

％
が
加
入
し
て
い
る
と
見
積
も
ら
れ
る

﹇
１
、
２
﹈。
そ
の
患
者
の
臨
床
診
査
、

％
程
度
な
の
だ
が
、
こ
れ
が
大
き
な
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
約
20
年
間
、

国
が
資
源
を
投
じ
、
家
族
も
本
人
も
時
間

を
割
い
て
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
た
も
の

Ｘ
線
診
査
、
既
往
歴
、
問
診
に
よ
る

総
合
的
評
価
で
リ
ス
ク
を
ラ
ン
ク
付

け
て
10
段
階
の
保
険
の
掛
金
が
決
ま

っ
て
お
り
、
リ
ス
ク
が
低
い
ほ
ど
負

担
が
少
な
い
（
図
）。
こ
の
保
険
で

網
羅
さ
れ
て
い
る
処
置
内
容
は
、
臨

床
検
査
、
Ｘ
線
検
査
、
口
腔
衛
生
指

導
、
食
事
指
導
、
齲
蝕
治
療
、
歯
周

病
治
療
、
充
填
、
ク
ラ
ウ
ン
、
救
急

処
置
で
あ
る
。
含
ま
れ
て
い
な
い
処

置
内
容
は
、
審
美
歯
科
、
矯
正
歯

科
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
、
ク
ラ
ウ
ン
を

除
く
補
綴
で
あ
る
。危

機
意
識

危
機
意
識

　

こ
の
リ
ス
ク
別
保
険
が
導
入
さ
れ

た
背
景
は
、
若
年
者
が
、
歯
科
サ
ー

ビ
ス
が
有
料
に
な
っ
た
と
た
ん
に
、

来
院
控
え
を
す
る
と
い
う
現
象
だ
っ

た
。
割
合
に
す
る
と
全
体
の
10
〜
20

が
大
き
な
負
担
に
な
る
だ
ろ
う
と
い

う
危
機
意
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
こ
れ
を
一
大
事

と
し
て
、
一
刻
も
早
く
そ
の
芽
を
摘

も
う
と
す
る
。
無
料
歯
科
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
上
限
年
齢
を
23
歳
ま
で
含
め

た
の
も
、
こ
の
若
年
者
問
題
の
た
め

な
の
だ
ろ
う
。

上
限
年
齢
の
撤
廃

上
限
年
齢
の
撤
廃

　

そ
こ
で
、
ま
だ
リ
ス
ク
の
低
い
若

年
者
に
魅
力
的
なFrisktandvård

が

考
案
さ
れ
、
最
初
の
う
ち
、
対
象
年

齢
は
20
歳
以
上
47
歳
以
下
だ
っ
た
。

若
年
者
に
受
け
る
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド

化
に
取
り
組
み
、
ロ
ゴ
入
り
の
Ｔ
シ

ャ
ツ
、
歯
ブ
ラ
シ
、
ス
テ
ッ
カ
ー
、

公
共
自
転
車
の
サ
ド
ル
カ
バ
ー
な
ど

を
作
成
し
て
認
知
度
を
高
め
、
す
ぐ

に
成
功
を
収
め
た
。
２
０
１
０
年
か

の
、
成
年
に
な
っ
た
途
端
に
「
歯
科
医
院

に
は
悪
く
な
っ
て
か
ら
行
く
」
と
い
う
習

慣
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
、
今
は
ロ
ー
リ

ス
ク
で
あ
っ
て
も
、
結
局
、
治
療
が
繰
り

返
さ
れ
、
後
々
、
そ
の
や
り
直
し
の
ツ
ケ
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北欧の
歯科医療
最前線

リポート

⑧
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保険料* 保険料**
22-29歳または65歳以上 30-64歳
一年払い 月払い 一年払い 月払い

1 600kr 50kr 750kr 63kr
2 864kr 72kr 1014kr 85kr
3 1296kr 108kr 1446kr 121kr
4 1812kr 151kr 1962kr 164kr
5 2532kr 211kr 2682kr 224kr
6 3324kr 277kr 3474kr 290kr
7 4404kr 367kr 4554kr 380kr
8 5544kr 462kr 5694kr 475kr
9 6864kr 572kr 7014kr 585kr
10 8436kr 703kr 8586kr 716kr

Frisktandvårdの保険金一覧表。１kr（スウ
ェーデンクローネ）＝約14円。*国の保険よ
り基本金300krが支払われる。**国の保険よ
り基本金150krが支払われる

病
変
の
あ
る
歯
で

は
80
％
、
再
治
療

で
70
％
の
治
癒
が

確
認
さ
れ
て
い
る

と
述
べ
、
い
か
に

無
菌
的
根
管
治
療

が
重
要
で
あ
る
か

を
強
調
し
た
。

10月度生涯研修講座

横田氏　治療手順と手技を説明

抜髄は無菌なら９割治癒

救命処置は日頃の準備が重
要と語る砂田一郎氏＝10月
29日、大阪市内

経税部

薬品の知識

不
動
産
投
資
に
注
意

救
急
セ
ッ
ト
の
更
新
で
講
習

訪
問
診
療
の
は
じ
め
方

相
続
税
対
策
を
学
習

立
入
検
査
に
備
え
確
認
・
点
検

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

歯
内
療
法
の
成
功
の

鍵
に
つ
い
て
解
説
し

た
生
涯
研
修
＝
10
月

29
日
、
大
阪
市
内

ら
は
年
齢
の
上
限
を
外
し
、
今
は
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
全
土
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
悪
く

な
っ
て
か
ら
で
は
な
く
、
悪
く
な
る
前
の

行
動
を
促
す
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
幅

広
い
患
者
に
受
け
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。


